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要   旨：    

目  的： メタボリックシンドロームは心臓血管系疾患の予測因子として、地中海食事

に従うことで減少すると提案されている。 

      この研究は、２型糖尿病患者でメタボリックシンドロームと地中海食事との

間の関連を、探索することを目的とする。 

 

資  料： 横断研究を、28－75歳(平均年齢：54.3±9.6歳)の２型糖尿病患者 158人で

実施した。 

      空腹時のグルコースおよび脂質組成を測定した。 

      各参加者の血圧および身体計測の特徴を記録した。 

      地中海食事の順守を測定する 11項目スコアを用いて、食品頻度アンケートを

評価した。 

 

結  果： 全体で、参加者の 55.4％は地中海食事の順守が良かった。 

      メタボリックシンドロームのリスクは、女性で男性よりも有意に高かった 

(オッズ比OR=8.65、95％CI＝2.88－25.99、p<0.001)。 

      ナッツ、豆類、および種子の摂取は、有意に低いメタボリックシンドローム

のリスクと関連した(OR=0.42、95％CI＝0.118－0.917、p<0.05)。 

      メタボリックシンドロームと地中海食事の順守との間に、関連は認められな

かった(p=0.167)。 

 

結  論： ２型糖尿病患者で、地中海食事の順守とメタボリックシンドロームとの間に

関連がないと、結果が示した。 

      しかし、ナッツ、豆類、および種子は糖尿病患者に大きな効能があると思わ

れる。 
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